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道路橋床版は車の荷重を直接受ける部材
→常時、厳しい環境にさらされる部材
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【交通環境の変化】
・交通量の増大
・交通荷重の増加

【環境影響による床版劣化や損傷の助長】
・路面から床版への水の浸透
・塩化物イオンの浸透
・凍結融解

【経年劣化】
・建設後50年以上が経過

道路橋床版の劣化や損傷の要因

【疲労劣化】
・輪荷重の繰り返し作用
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4床版更新における課題

床版厚が増加

道路橋示方書等の新基準の適用

桁や下部工の補強

上部工重量の増加

（旧基準で設計・施工された道路橋の床版更新を行う場合）

労働力の増加やコストの増大

軽量化を実現しつつ耐久性が高い床版＝ＵＦＣ床版

ＲＣ床版厚 ２００ｍｍ

（平成６年以前の道路橋示方書に準拠した床版厚：２００ｍｍ）

ＲＣ床版厚 ２５０ｍｍ

（平成６年以降の道路橋示方書に準拠した床版厚：２５０ｍｍ）

例えば



超高強度繊維補強コンクリートUFCを用いた
軽量かつ耐久性の高いUFC床版
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項 目 単 位 UFC 従来コンクリート
圧縮強度の特性値 N/mm2 180 21～50

引張強度の特性値 N/mm2 8.8 1.7～3.1

ヤング係数 N/mm2 46,000 24,000～33,000

水結合材比 － 0.15 0.3～0.6

透気係数 m2 4.5×10−20以下 1×10−17～1×10-15

透水係数 cm/s 4.0×10−17 1×10−11～1×10−10

塩化物イオン拡散係数 cm2/年 0.0018 0.14～0.9

設計収縮ひずみ※1 － 50μ（熱養生後） 180μ程度

クリープ係数 － 0.7 2.0～2.2程度

UFCは，強度やヤング係数が従来のコンクリートより大きい
透水係数，収縮ひずみ，クリープ係数などが小さいことが特徴

6UFC材料の特性



本研究会のUFC床版には2種類のタイプがあります
超軽量なワッフル型と軽量な平板型
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ワッフル型UFC床版（超軽量タイプ） 平板型UFC床版（軽量タイプ）

ＡＦｔ系ＵＦＣ床版 ：サクセム床版
ＲＰＣ系ＵＦＣ床版 ：ダクタル床版

UFC床版の種類



8UFC床版の特長

① 軽量化を実現

一般的なPC床版に対して重量の低減が可能

② 高い耐疲労性を有する床版

水張り条件下の輪荷重走行試験で十分な耐疲労性を確認

③ 高い環境耐久性を有する床版

非常に緻密な硬化体構造

④ プレキャスト化による生産性向上

工場製作により床版を製作
 架設現場での機械化への寄与

⑤ 新たな橋梁景観の創出



超高強度繊維補強コンクリートの設計・施工指針(案) 土木学会
高強度繊維補強セメント系複合材料の設計・施工指針(案) 土木学会

サクセム設計・施工マニュアル（案）

9準拠指針

2004年9月発刊 2024年9月発刊 2006年3月発刊



「UFC床版の設計・製作・施工・維持管理マニュアル(案)」を
2017年6月にリリース（会員特典）

10準拠指針



11UFC床版の実績
阪神高速道路 （AFt系UFC床版）

玉出入口（2018） 信濃橋入口（2019）

守S20（2020） 神S360（2023）



12UFC床版の普及と現状

国土交通省では新技術導入促進計画を推進

【背景】
生産性の向上、働き方改革、インフラの老朽化、熟練技術者や労働者の不足

一方で、道路施設そのものの新技術の活用が進んでいない
（コスト縮減、品質や安全の確保、環境の保全などが壁）

国策としての取り組み
・i-Constructionによる情報化施工の促進
・定期点検の合理化
・支援技術を円滑に実装するための「新技術利用ガイドライン（案）」の策定
など

新技術開発・導入を促進

国土交通省「道路技術懇談会」を設置して新技術導入促進計画のフォローアップ実施



13UFC床版の普及と現状

① 民間の開発者のシーズと現場ニーズのミスマッチ

工事や業務履行上の課題を道路管理者や発注者が
把握・抽出しにくく、開発された技術と現場ニーズにミ
スマッチが発生

② 新技術導入のための技術基準整備の遅れ

様々な材料・工法に対し、性能を満足するか否かを個
別で検討する必要があり、現場実装の妨げ

③ 公共調達上の壁

新技術の優位性の説明や経済性への過度な偏重など、
多大な作業と責任が発生し、固有の技術を指定して調
達することを避ける公共調達の壁

【新技術導入促進の課題】

① 現場ニーズや技術リクワイヤアメントの見える化

現場ニーズや技術に対するリクワイヤメントを定めて適
切に抽出した「新技術導入促進計画」を毎年度取りまと
めて見える化 （道路技術懇談会にて公表）

【新技術導入促進の方策】

③ 性能規定化の促進
性能規定化や性能を確認する方法の明示の促進

調達時に性能に応じた新技術導入を可能とする過程を
技術基準類に明確に位置づけ

② 新技術導入に必要な過程検討のための体制強化

新技術導入に必要なプロセスの検討を支援する第三者
機関を公募・認定し、導入に向けた体制を強化

【方策の実現性を高める取り組み】

①技術公募や意見交換による検討の加速

③産学官連携による研究開発の推進

②開発者の立場に立った相談窓口機能の強化

④新技術採用のための技術者育成 ④予算、体制、技術面からフォローアップ



14UFC床版の普及と現状

【重点的に取り組む分野】

①斬新なアイデアの取り込みや道路の周辺にある他の技術分野との連携による道路の
 多機能化・高性能化

②ICT技術を積極的に活用し業務プロセスを改善

③性能規定化および性能を確認する手法の明示により新材料・新工法の実証を可能化

道路がネットワークとしての機能を発揮し、近年開発が進む軽量で高耐久性を有する材料等が
道路の整備や維持管理に適切に活用されるよう、道路施設の技術基準類において、施設間で
調和した性能規定化（耐荷性能、耐久性能等）を進めるとともに、性能を確認する手法を明示して、
新材料・新工法の実証を可能とする。



15UFC床版の普及と現状

【繊維補強コンクリート床版技術】

〇導入促進機関：土木研究センター

〇令和２年度に新技術導入促進計画に明記

＜背景＞
①床版の劣化
・交通荷重や水の影響によるコンクリート床版の劣化により、路面変状や床版のひびわれ
 土砂化、抜け落ち等が発生している

②その他の部材への影響
・平成6年道路橋示方書の改定により、耐久性を考慮して床版厚が増加
・床版重量の増加に伴い、桁補強が必要になる場合がある

③床版補修後の再劣化、補修に伴う工事の通行規制
・劣化した床版の補修工事に伴い、長期にわたり通行規制が必要になる場合がある
・補修した場合であっても、原因の除去が十分にできておらず、再劣化する場合がある



16UFC床版の普及と現状

方策① 現場ニーズや技術リクワイヤアメントの見える化

①補修・維持管理コスト
 の低減

②補修時に既存の構造に
 影響を与えない

③補修時に通行規制の時間
 を短くできる

＜現場ニーズ＞

①交通荷重や水の影響を
受けにくく、高耐久性を有
する床版

②従来の床版より軽量な床版
③従来の床版よりも安価
に施工・維持管理が可能

＜求められる技術＞

・疲労や水の影響を受けにくく、高耐久性を有する技術として開発されている
高強度繊維補強コンクリートを用いた床版技術について、求める性能、性能を確認する方法を整備

・応募技術や試行工事による検証等を通じ、繊維補強コンクリート床版技術の要求性能、要求性能の
確認手法を定めた導入要領（案）の策定



17UFC床版の普及と現状
〇技術公募 （土木研究所と企業等が共同研究：令和２年度～令和４年度）
「短繊維補強コンクリートを用いた橋梁床版の耐久性向上技術に関する共同研究」
・各種提案技術を評価できる共通的な試験方法の検討
・現場が求める性能の検証と確認手法の策定

〇道路橋の繊維補強コンクリート床版の性能確認マニュアル（案）の公開（令和５年４月）

※国土交通省HPで公開 方策③ 性能規定化の促進

方策② 新技術導入に必要な過程検討のための体制強化



18UFC床版の普及と現状
〇道路橋の繊維補強コンクリート床版の性能確認マニュアル（案）

【適用範囲】
①道路橋の鋼桁上に設置され、かつ主桁との合成作用を考慮しない床版
②新設橋梁の建設、もしくは既設橋梁の床版を全面取り替える工事に使用される床版
③プレキャスト部材で構成される床版

【性能説明書による性能確認の原則】
様々な繊維補強コンクリート床版の性能を確認できるように、性能やその裏付け、
適用の前提条件等に関する事項を性能説明書に整理し、床版の性能を確認することが原則

・直轄工事では詳細設計での新しい床版技術を含めた比較検討を原則化

・現場活用状況を踏まえて、必要に応じてマニュアル（案）を改訂



19UFC床版の普及と現状
〇性能説明書の内容

Ⅰ. 技術の概要に関する確認
・ 技術名称
・ 開発者名
・ NETIS登録状況
・ 特許等取得状況
・ 第三者機関等の証明情報
・ 施工実績
・ 技術の概要

（技術の概要の記載例：ＲＰＣ系ＵＦＣ床版）



20UFC床版の普及と現状
〇性能説明書の内容

（性能を確認する項目の一覧）Ⅱ. 性能の確認

道路橋示方書の様々な要求事項への
対応について技術開発者が記入

1. 設計に関する確認事項

1.1 使用材料に求める事項の確認

（１）補強鋼材

（２）繊維補強コンクリートの構成材料

（３）繊維補強コンクリートの品質

1.2 繊維補強コンクリートの特性値の確認

（１）強度の特性値

（２）設計に用いる定数

1.3 繊維補強コンクリート床版の耐荷機構に関する事項の確認

（１）床版の耐荷機構の説明

（２）床版の設計曲げモーメントの算定

（３）補強鋼材の有効性を確認するための配置および定着方法

（４）床版と支持桁の結合部

1.4 耐荷性能の確認

（１）プレキャスト床版本体の曲げモーメントに対する静的耐荷力（限界状態１・３）

（２）プレキャスト床版本体の押抜きせん断力に対する静的耐荷力（限界状態１・３）

（３）プレキャスト床版同士の接合部の静的耐荷力（限界状態１・３）

1.5 疲労に対する耐久性能の確認

1.6 内部鋼材の腐食に対する耐久性能の確認

2. 施工に関する確認事項

2.1 プレキャスト床版の製作についての確認

2.2 プレキャスト床版の施工性の確認

2.3 プレキャスト床版接合部の施工品質の確認

3. 維持管理の確実さの確認



21UFC床版の普及と現状
〇性能説明書の内容

（性能の確認の記載例：RPC系UFC床版）



22UFC床版の普及と現状

※国土交通省HPより引用

〇性能説明書の活用例



23UFC床版の普及と現状

〇道路橋の繊維補強コンクリート床版の性能確認マニュアル（案）を活用したUFC床版の更新工事

・中部地方整備局：単径間非合成鈑桁橋 （RPC系UFC床版） 令和６年度施工 現在供用中

・近畿地方整備局：単径間合成鈑桁橋 （AFt系UFC床版） 令和６年度施工 現在施工中

〇その他の発注者における実績

あらゆる発注者でのＵＦＣ床版の実績が増える見込み

・中日本高速道路：単径間合成鈑桁橋 （AFt系UFC床版） 令和６年度施工 現在供用中



ご清聴ありがとうございました

UFC床版の普及と現状
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